
次の部屋は密教の部屋では、なかった。アトランティ
スの部屋と呼ぶべきか。巨大な水晶が地上では見られ
ない角度で切られて設置されていた。ピラミッド型の
水晶もある。ロギンソンは、 
「水晶は研磨する断面が重要だ。太陽光線を反射する
角度によって巨大なエネルギーを生み出させる事が
できる。我々の地下世界は電力を使わずに水晶による
光の動力を使っている。それで電力会社というものは、
ここには存在しない。」 
と驚くべき事象を話した。ロギンソンは水晶が散乱し
たような場所を右手で示すと、 
「あれはサンプルで実際の動力を水晶から生み出し
ている場所は地下の一般人にも公開されていない。私
にしても、その一部しか見せてもらえないくらいだ。
アトランティスの科学は今でも生きている。過去、ア
トランティス大陸は、その水晶から生み出された巨大
なエネルギーによって地殻に変動をきたして、大西洋
に水没する事になったのだ。」 
 
 そこを通り過ぎると博物館の出口が見えた。地下世
界とは思えない明るさの場所だ。 



 
 流太郎は、一度、帰国する事になった。博物館を出
た時、神官ロギンソンは流太郎の顔を見て、 
「だいぶ疲労が、たまっているようだ、時君。一度、
日本に帰り給え。地下世界は刺激が多すぎて、慣れる
のには、まだまだ時間がかかる。このままでは過労で
倒れるだろう、そうならないうちに日本に戻りなさ
い。」 
と諭旨した。 
 帰りは勿論、あの長い地下鉄でチベットに戻ると北
九州市の平尾台まで直帰したのだ。プロキシマ b の女、
サミアドネも了解してくれた。何しろ地上では文明と
いうものが始まって数千年、というのが常識だ。アト
ランティス大陸は一万年ほど前に海中に没した。それ
だけでなくアトランティスには現代世界にもない超
高度な文明が、あったというのだ。そして、それは地
底世界の中に温存されているという・・・。 
それだけでなくチベット密教の尼僧、チェリネ・リン
ポチェが見せてくれたゾクチェンの忘我の境に至る
ための尼僧の性の秘儀・・・。すべては地上では考え
ることもない展開の数々、それらのために流太郎は過



度の疲労に陥っていた。それをアトランティスの神官
だったロギンソンは見ぬき、流太郎を一時、帰国させ
たのだ。 
 
 その日は平日で時刻は昼になっていた。流太郎はス
マートフォンで社長の籾山に電話すると、籾山は、 
「おう、今、戻ったのか。今日は休みで、いい。ゆっ
くりと休養していてくれよ。」 
と流太郎の労を、ねぎらった。 
香椎駅前のマンションに戻るとノートパソコンを立
ち上げ、日経平均が 50000 円を超え、ニューヨーク・
ダウも 50000 ドルを超えたあたり、という平凡な経
済指標を見てドル円が一ドル 50 円という、ごく当た
り前の数値に流太郎は(´▽｀) ホッ、としたのだ。 
貨幣は、あるのか、ないのか分からない地下世界。神
官ロギンソンが導く異常な世界は今も流太郎の頭の
中で夢よりも鮮明に記憶されている。地上世界は中東
は平和でトルコリラは 2 円という、これまた円高の力
を見せている。 
  21 世紀初頭よりも更に円高、第三次世界大戦もな
く、在日米軍はグアムに移動して久しい。福岡市の人



口は 210 万人となり、名古屋を抜いた。新しい経済
圏を期待しての関西からの人口流入も増大している。 
 世界一の謎の観光スポットである愛高山は今も東
区の上空に浮かんでいる。愛高山は実は巨大な UFO
で、あるのだが。 
 女子大生の白岬・丸実はアイランドシティの大学に
通っているが、実家は宗像市の田舎にある。それで香
椎駅前のマンションに一人暮らしを始めたのだが、た
いていの女子大生と同じくスマートフォンからネッ
トを閲覧するのが好きで、その引っ越したマンション
は IOT に対応する設備があり、設定一つで色々なも
のを動かすことが可能だった。 
丸実は玄関のカギを無くして、自分の部屋に入れなく
なり香椎駅前のシティホテルで一晩を過ごした事も、
あった。 
 その時、そのホテルのラウンジに居た三十代前半ら
しい若いビジネスマンの男性が丸実がホテルのフロ
ントに部屋を見つけに近づいたのを見ると、立ち上が
り速歩で滑らかに丸実に近寄ると、 
「失礼ですが、お嬢さん。部屋を探していますか?」 
と尋ねてきた。丸実が、その男に振り返って顔を見る



と眉目秀麗な好男子で肩幅の広い背は中背の紳士だ。
その外見に安心した丸実は、 
「ええ、探していますが、それが何か?」 
と立ち止まる。紳士は、 
「それだったら僕の部屋に来ませんか。いやね、ツイ
ンの部屋を借りてしまったんだが、広くて持て余しま
すよ。それにダブルベッドでは、ありませんから安心
していいです。」 
という同宿の誘いだった。こんな申し出をされるとは
丸実は思っていなかった。でも、彼女は色白で、ぽっ
ちゃりとした体形で尻の大きな割には胸は程よい大
きさに、とどまっている。目をキョトンとさせて紳士
を見つめる丸実は、 
「せっかくですけど、こんな場合、お断りするの
が・・・。」 
普通では、ありませんか、と言おうと思う丸実では、
あったが紳士の目を見ていると、その黒目が大きくな
ったり小さくなったりしたのだ。それでいて紳士の唇
は微笑を浮かべている。その拡大して縮小する紳士の
黒目は、まるで、ちらつくライターの炎のように丸実
の脳内を眠くさせて、催眠に導く力が、あった。紳士



は、 
「断るのは部屋に入ってからでも、いいでしょう?部
屋代をワリカンで請求など、しません。あなは無料で
部屋に泊まれますよ。マンションの部屋の鍵を無くし
た、とか、そういう事態では、ありませんか。」 
と話してくる。それは、その通りだった。鋭い観察眼
だ。丸実は紳士のズボンの股間を見てしまう。そこに
は太くて隠し切れない男の欲棒が盛り上がりを見せ
ている。丸実はマンコが疼くのを感じた。この紳士に
抱かれて股間をベッドで大きく開き、深くマンコに挿
入されたい、と思ってしまった。自分の形のいい美乳
の乳首もベロベロに舐めて欲しい、と思ったので、 
「ええ、実はマンションの部屋の鍵を無くしてしまっ
たんです。それで今夜は、ここに泊まろうと思って来
ましたけど、そういう、お話なら乗ってもいいいかな、」 
と答えると、紳士は目の黒目を普通の形に戻して、 
「さっそく行きましょう。最上階ですよ、お嬢さん。」 
エレベーターの中では二人きりになったが、紳士は丸
実の手に触れようとも、しなかった。 
ツインの部屋に入ると本当に広くてベッドは離れて
いて、十メートルは距離が開いていた。紳士は丸実を



ツインの部屋に入れても態度を変えなかった。丸実に
向かって、 
「ベッドは好きな方を選んで、いいですよ。浴室も二
つありますから、どちらかを使ってください。ぼくは
貴女とは違う方を使うから・・・。」 
と言ってくれた。ええ?こんな事って、あるのかしら?
男はオオカミになるのが普通と思っていたけど・・・。 
紳士は丸実に背中を向けて円形ソファの上のアタッ
シュケースを広げて、手を動かしていたが、その姿勢
のまま丸実に、 
「お嬢さん、今、あなたは男はオオカミに変身する、
と思いませんでしたか?」 
と言葉を投げかけてきた。丸実は驚いて、 
「ええ、そうなんです。性欲のオオカミに変わっても
普通ですもの。あら、ごめんなさい。貴方は紳士です
わ。」 
と答えたら、紳士は丸実の方を向いた。 
丸実はキャアッ、と悲鳴を大きく上げた。紳士の顔は
狼に変わっていたのだ。彼の顔は毛で覆われ、口は狼
のように尖り、少し開けた口からは牙が出ていた。紳
士はニヤリと笑うと、 



「これは覆面を今、つけたんですよ。最近の覆面は精
巧に出来ているから宴会とかで、大うけします。なん
なら、このまま貴女に襲い掛かりたい、ですが、どう
しますか?」 
と飽くまで紳士風に尋ねて来た。 
丸実は戸惑い、 
「本当ですか?それなら、襲って欲しい気もします。」 
「では、いきますよ。あ、僕の名前はね、野狼・玉金
具(やろう・たまきんぐ)と、いいます、本名なんです
よ。」 
と紳士らしく自己紹介した。丸実は、 
「わたし、白岬・丸実(しろみさき・まるみ)と言いま
す。少し変わった名前と思いますけど。」 
紳士の野狼は、 
「そう、ですね。でも、僕の名前程は変わっていませ
んよ。では、いきますよ、いや、いくぞ、丸実。」 
「はい、来て。」 
丸実は立ったまま目を閉じた。彼女は野狼に抱きかか
えられる前に、たっぷりと唇を吸われ舌を入れられた。
その舌は人間の舌ではなくて狼の舌のようだった。覆
面、では舌まで変わるものかしら、と舌を絡め合いな



がら丸実は思うが、心地よい男の接吻の遣り方に目を
閉じている。 
丸実は男の手が自分のズボンに伸びるとジッパーを
降ろされ、ズボンを足元まで脱がされるのを感じた。
次に男の手が白い薄い自分の股間を覆う下着に触れ
た時、毛むくじゃらなのを感じ取った。すぐに、その
手は丸実の薄手のショーツを剥ぎ取り、二本の指、人
差し指と中指で丸実のマンコのスジを下から上に、な
ぞる。その指も毛むくじゃらであるのを丸実はマンコ
で感じた。じんわりと丸実のマンコが濡れてきたのを
野狼は感じたのか、全裸の丸実を横抱きに抱えると、
近い方のベッドに降ろし、自分も背広を脱いだ。そし
て男の下着も。丸実は仰向けに横たわり、自分で両膝
を立てて大きく白い形のいい両脚を開いていた。彼女
は眼を開くと男が全裸になったのを見た。なんと!野
狼玉金具の前身は毛で覆われていたのだ!丸実は、 
「玉金具さん、本当の狼みたいですよっ。」 
と思ったままを口に出した。野狼は、 
「後で説明するよ。狼に抱かれた感じが、するだろう。
でも本物の狼のチンコのサイズより大きいから。日本
では絶滅した狼のチンコの長さは 10 センチちょっと、



から 11 センチぐらいだ。いくよ、丸実。」 
野狼玉金具は丸実に覆いかぶさると、勃起した十九セ
ンチの肉欲の道具を少し開いている丸実のオマンコ
に深く突き入れて行った。丸実は目を閉じて体を、の
け反らせると、 
「ああーん。狼に犯されているみたいっ、あんっあん
っっ。」 
と可愛い姿態で悶えた。野狼は狼の舌で丸実の美乳を
吸い、その尖った乳首を舐める。結局、紳士の野狼玉
金具は狼に変貌して三時間は丸実の新鮮な女子大生
の全裸を貪ったのだ。丸実は一時間ずつ、硬直して揺
るぎない野狼の勃起肉棒で連続的にマンコの奥深く
まで突き抜かれ、三十回は絶頂に達した。 
三時間連続で結合した二人は行為が終わると朝まで
眠りに落ちた。朝、起きた時に丸実は隣の野狼の顔を
見ると既に、狼の顔ではない、あの紳士の顔に戻って
いるのに気付いた。丸実に見つめられて気づいたのか、
野狼玉金具は目を開けると、 
「お、おはよう。丸実ちゃん。昨日の夜の君のオマン
コは最高だった。」 
と声をかける。丸実は顔を赤らめて、 



「いやん。又、思い出して感じてしまいそうよ。でも
野狼さん。あれだけ狼らしい顔だったのに、今は全く、
それが見られないのは何故?」 
と疑問を口走る。野狼は丸実の赤い唇を右手で触れて
少し持ち上げると、口づけて離し、 
「それはね、あの狼男の覆面は、それを顔に着けると
全身が狼に変わるという生態学的な変化を引き起こ
せる驚くべき発明品なんだよ。」 
「ええっ?それは凄いな。わたしが、その覆面をして
も狼になれるのかしら。」 
「いや、これは男性用でね、女性用の覆面はまだ開発
されていないんだ。申し遅れたけど、僕はサイバーモ
ーメントの新製品営業部の社員なんだ。サイバーモー
メントの本社は福岡市博多区東那珂だけど東区のア
イランドシティにも社屋はあるよ。実は昨夜、ホテル
のラウンジで女を引っかけようと思っていたら、君に
出会えた。おかげで新商品も試せたし。大学に行きな
がらサイバーモーメントでアルバイトしないか。時給
二十万円の場合もあるよ、うちは。」 
「時給が二十万円ですって!ぜひ、やりたいな、その
アルバイト。」 



「よし、分かったよ。社長に連絡しておくから、又、
会おう。」 
 
 インターネットの世界は平穏無事では、なかった。
IOT というものは便利よりも犯罪をもたらすものと
なったのだ。スマートフォンで部屋の鍵を開けられる
のだから、部屋の主でない他者によっても操作可能と
なる。そのためのサイバーセキュリティは更に必要と
された。流太郎が勤める会社である株式会社夢春は
元々がサイバーセキュリティを主業務としていたの
で注文も、日々、増えつつある。 
長らく会社を離れて他の惑星で AV 男優なども、やっ
てきた流太郎は技術的なところでのサイバーセキュ
リティには、ついていけなくなっていた。それを分か
っている社長の籾山松之助は流太郎に、 
「プロキシマ b で最新のサイバーセキュリティ情報
を教えてもらう予定だったが、まだ行っていないよな、
プロキシマ b には。」 
と訊いた。流太郎は、 
「ええ、それどころでは、ありませんでした。何故か
地下世界に、連れていかれて・・・。」 



「ふうむ。いっそ、時、君は技術者であるより営業社
員として働いてもらう方が我が社の為になるようだ
な。丁度、サイバーモーメントに行く営業の男性を考
えていた。時、おまえに、やってもらいたい。」 
若干のためらいは感じたにせよ、流太郎は社長の辞令
には逆らえなかった。 
「はい、社長。そう、させていただきます。」 
流太郎が籾山に服従的なのも実は籾山のサイバーセ
キュリティに対する技術や造詣の深さに対する尊敬
の念からだったが、とうとう技術職を外され営業職を
命じられてしまった。籾山は流太郎の営業職への承諾
に満足そうな顔をすると、 
「では、今から行ってもらおう、サイバーモーメント
へ。黒沢社長には電話しておくから。」 
流太郎が社長室を出ていくと籾山は最新型スマート
フォンを背広の上着のポケットから取り出すと、 
映像通話のボタンを押した。これにより相手先が、そ
の映像通話を承認すれば籾山の顔がカラーで相手の
スマートフォンに映る。相手も映像通話したいと思え
ば、自分の映像通話用ボタンを押す。実は、これはス
マートフォンではなく、テレムービーフォンという世



界で初めてサイバーモーメントが開発した機種なの
だ。サイバーモーメントは格高携帯電話会社を作り、
総務省に承認された。 
いわばセレブの携帯通話を目的としているもので、そ
のために SGという 5Gより特殊な回線を用いて大容
量な通信を可能とする。テレ・ムービーフォンのよう
な動画を音声と共に配信するには相当な高速通信回
線が必要となる。 
 そのために格高・携帯電話会社のサイバーモーメン
トの通信料金は高額でセレブな人間でないと使えな
いものとなっている。テレ・ムービーフォンの機種は
従来のスマートフォンの折り畳み式のものだが、スマ
ートフォンを開いた時の上部の画面に通話している
相手の顔が現在進行形、リアルタイムで映し出される
し、自分の顔も相手のテレ・ムービーフォンに映し出
されるというものだ。 
 このテレ・ムービーフォンと携帯電話会社「サイバ
ーモーメント」により、黒沢社長とサイバーモーメン
ト社は有名になったのではあるけれど、利用者数は五
十万人という現在で、将来は百万人の利用者を黒沢氏
は見込んでいるという。株式会社・夢春の籾山は黒沢



の勧めで即・テレ・ムービーフォンの機種を購入した。 
籾山のテレ・ムービーフォンの上部の場所に黒沢の快
心の笑みを浮かべた顔が映った。黒沢のテレ・ムービ
ーフォンには籾山の顔が映る。黒沢は籾山の顔を見て、 
「好調そうだな、籾山君。いい事でも、あったのかい。」 
と話しかける。籾山は、 
「ええ、時流太郎が、そちらへ今から向かいますよ。
営業職に回したので、よろしく御願いします。」 
「ああ、あの時君ね。随分、久しぶりだな。」 
「我が社としても、時は久しぶりだったんですよ。放
浪していましてね。」 
「そうか。それじゃ営業職が最適だな。うちの方で、
時君を借りたいほどだよ。」 
「そうですか。それでは、お使いください。」 
「どの位、彼を借りていいのかね、籾山君。」 
「それは、もう。期限なしでも構いません。」 
「よし、そうしよう。その代り、うまくいったら君の
会社との関係を今まで通り、最優先する。」 
「はあ、どうも、有難き稀に見る幸せです。」 
 
と二人の社長がテレ・ムービーフォンで会話している



うちに流太郎は東那珂のサイバーモーメント本社へ
ロボット運転手のタクシーで向かっていた。 
 乗車した流太郎は、 
「おや?ロボット運転手のタクシーじゃ、なかったの
かな。」 
と黒髪の若い女性を見て話しかけた。 
「いえ、わたくし、ロボットです。若い女性の体と間
違われますわ。」 
「ああ、やはり、ね。東那珂のサイバーモーメント社
って、わかるかな。」 
「ええ、よく行きますから。ここのアイランドシティ
からも、よく行きますわ。」 
窓が少し開いているタクシー内に海からの風が優し
く吹き込んだ。アイランドシティは人口島なのだ。ア
イランドシティは福岡市東区だが福岡市の野菜の卸
売市場は、このアイランドシティにある。以前は野菜
の卸売市場は博多区那珂という場所に、あった。東区
が福岡市で一番、人口が多いというのも移転の理由の
一つかも知れない。 
 ロボット運転手タクシーは軽快に走り出した。流太
郎はネットニュース、そもそも紙によるニュースなど



見る事もないが、で見た話題を美女ロボット運転手に
振り向ける。 
「ニュースで見たけど、ロボット同士の結婚を自治体
で認めるように運動を始めたのも日本で初めてなの
が、福岡市なんだそうだね。チベットやら地下・・・
いや、地下資源を探索しに日本を離れていたけど、昨
日、帰ってきて、そのニュースを見て、びっくりした
な。」 
美女運転手は、 
「ええ。ロボット同士の入籍の問題ですわね。市役所
では、その必要はない、との見解だそうですけど。わ
たしには、まだ、そういう経験、恋愛の経験も、あり
ませんから、あまり興味ないな。」 
と海沿いに見える景色の中をタクシーを走らせつつ、
答えた。流太郎は、 
「でも、君みたいな美人なら声をかける男性ロボット
も、いるだろう。」 
「え?職場恋愛は禁止されていますし。それより、お
金持ちのタクシーの御客さんから、声をかけられま
す。」 
「ははん、なるほど。それで、どうするの、そういう



場合は。」 
「もちろん、お金次第で、ついて行きますわ。タクシ
ーだからラブホテルも入りやすいし、ラブホテルも無
人が主流ですし、ね。」 
なるほどロボット美女なら、それも問題ないらしい。
これが生身の美女タクシー運転手なら道義的な会社
としての問題として問われもしたであろうが。 
 ま、仮に女性タクシー運転手であったとしても応じ
られない事かもしれない。しかし、流太郎の頭の中は
空想に走る。アイランドシティで呼び止めたタクシー
には若い美女タクシー運転手がハンドルを握ってい
た。流太郎はタクシーに乗り込むと、 
「や。美人の姉さん。ハンドルだけじゃなくて、僕の
チンコも握ってくれないかな。」 
と言ってみる。当然、答えは、 
「まあ、そんな事、できませんわ。」 
だろう、と予測していると、 
「本当に、いいんですか。お客さんのチンコ、握って
も。」 
と丸い目をランランと輝かせて後ろを振り向く美人
運転手に、むしろ驚かされた流太郎は、 



「え?いいのか。握るだけじゃなくて、しゃぶるとか
入れるとかも、していいのかなー。」 
「大歓迎ですわ。その代り、別料金ですし、前払いで
御願いします。」 
「ああ、いいともさ。ラブホテルに入るよりカーセッ
クスの方が最高だよねえ。」 
「そうですわね、カーセックスの場合、わたし、サン
グラスを掛けますから大丈夫です。お客さん、どちら
へ?」 
「うん、取り敢えず志賀島まで行って、人のいない場
所でタクシーを止めてカーセックスしたい。」 
「タクシーは停車中も時間割で料金が発生します、よ
ろしいですか。」 
「もちろんさ、セックスの方は、いくらで?」 
「わたしの場合、五十万円、となっております。クレ
ジットカードでも大丈夫です。」 
「予想していたよりも高いけど、・・・はい、クレジ
ットカード。」 
手に取った美女運転手は、 
「ブラックカードですね。さすがわ、です。会社には
一割のタクシー利用代を払っています。他の人には言



わないでくださいね。」 
「ああ、言わないよ、というより言えないから心配な
い。」 
 


